
「
米
中
新
冷
戦」

はざま
の
間
で

はじめに
鳩
山
政
権
下で
日
米
同
盟
が
大き
く

揺らい
でい
る 。
当
面は
沖

縄の
普
天
間・
米
軍基
地
移
設
問
題
を
め
ぐる
日
本
政
府の
不
決
断

と
機
能
不全
がそ
の
原
因で
あっ
た
が 、
よ
り
長
期
的に
は
中
国の

経
済
的・
軍
事
的
台
頭 、
さ
ら
に
は
世
界
覇
権へ
の
衝
動に
た
い
し

て 、
戦
後の
わ
が
国を
支え
て
きた
日
米
安
保
体
制は
ど
う
対
応す

べ
き
か 、
ど
れ
ほ
どの
有
効
性
を
保
持し
得るの
か
と
い
う
重
大な

問
題に
帰
着す
る
と一言守え
よ
う 。
中
国の
現
状と
将
来
を
どの
よ
う

に
認
識し 、
中
国に
い
か
に
対
処すべ
きか
と
い
う
課
題へ
の
出
方

い
か
ん
に
よっ
て 、
わ
が
国の
外
交
上 、
安
全
保
障上の
戦略
は
大

き
く
異なっ
て
く
る
だ
ろ
う
が 、
い
ずれ
は
明
確に
選
択
を
迫
ら
れ 中

国の
台
頭
と
日
米
同
盟
の
意
義

中嶋
嶺雄

る
イシュ
ー

で
あ
るこ
と
は
間
違い
ない 。

な
ぜ
『
米
中
新
冷
戦』

か

一
九
八
九
年一
一
月のベ
ル
リン
の
壁
崩
壊と一
九
九一
年一
二

月の
ソ
連
邦
消
誠
に
よっ
て 、
第二
次
大
戦
後の
世
界
史を
形
作っ

て
きた
東
西
冷
戦は
終
結した 。
そ
の
冷
戦の
終
駕は 、
ベ
ル
リ
ン

の
壁
崩
壊
直
後の一
九八
九
年一
二
月にマ
ル
タ
島
沖
合で
行わ
れ

た
ジョ
ー
ジ・
H・
w・
プッ
シュ
米
大
統
領と
ミハ
イル・
ゴ
ル

バ
チョ
フ・
ソ
連
最高
会
議
幹
部
会
議
長との
船上
会
談で
確認さ

れた
の
で
あっ
た 。
第二
次
大
戦
末期の一
九四五
年二
月に
ドイ

ツ
敗
戦
後の
東
欧や
極
東アジ
ア
を
め
ぐっ
て
行わ
れた
米・
英・

ソ
戦勝三
大国に
よ
るヤル
タ
会談がそ
もそ
も
冷戦の
起
源であっ
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た
こ
と
を
思
うと
き 、
米ソ
冷
戦の
終
罵が
宣
言さ
れた
マ
ル
タ
会

談の
歴
史
的
意
味は
き
わ
め
て
大きい 。
「ヤル
タ
か
らマ
ル
タへ

qgg
JES
Z
冨包宮）」
と
い
う
シ
ン
ボ
リッ
ク
な
標
語が
生
成

し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る 。
私
は
二
O
O
六
年三
月、
マ
ル
タ
大
学

（CES
Eq
a
豆
急包
と
国
際
教
養
大
学
と
の
交
流
協
定
締
結の

た
めマ
ル
タ
共
和
国
を
訪れた
際に 、
マ
ル
タ
会
談の
意
義を
現
地

で
問い
た
だ
し
た
と
こ
ろ 、
マ
ル
タ
共
和
国は
現
在
観
光立
国に
徹

し
て
い
る
た
め
か 、
国
際
政
治上の
関
心
は
薄
く 、
ソ
連
客
船マ
ク

シム・
ゴ
l
リキl

号での
船上
会談が
行わ
れたマ
ルサシュ
ロッ

ク
湾（富男自己oww
g三
に
面
し
て
立っ
て
い
る
巨
頭
会
談
記
念

碑
30号RZ之
官ω伊
豆OロロEgC
も 、
す
で
に
色
槌
せ
て
い
た 。

な
お 、
米ソ
冷
戦の
起
源と
な
り 、
と
く
に
わ
が
国の
北
方
領土

問
題の
根
源
に
なっ
て
い
る
ヤ
ル
タ
秘
密
協
定
主唱gBg
こg・

包邑古関開己ミo
ごzm012CEo
EZ0
50
当常〉包EE』
88）

の
締
結は一
九四
五
年二
月一
一
日
で
あっ
た
が 、
二
O
O五
年五

月八日の
「対独戦
勝六
O
周
年記
念式
典」
に
出席した
G・
w・

プッ
シュ
米
大
統
領は 、
ヤル
タ
会
談は
「
歴
史上
最
大の
悪の一

つ
で
あっ
た
（050
ごZ∞SEg
一50ロ宮
え
EEoミ〉」
と 、
そ

の
前日に
ラ
ト
ヴィ
アの
首
都リガ
で
言
明し
て
い
た 。

い
ずれに
せ
よ 、
こ
の
よ
うに
し
てヨ
ーロッパ

を
舞台に
し
た

戦
後の
東
西
冷
戦は
消
滅し
たの
で
あっ
た
が 、
し
か
し 、
アジ
ア

に
は
まだ
冷
戦
構
造
も
冷
戦
体
制も
残っ
て
い
る 。
な
ぜ
な
ら 、
冷

戦を
イ
デオロ
ギー
と
価
値
観を
異に
す
る
国
家
聞の
すべ
ての
分

野に
わた
る
非
軍
事
的
応
酬と
考え
れ
ば 、
ア
ジ
アに
は
中
華
人
民

共
和
国や
朝
鮮
民主
主
義
人
民共
和
国な
どの
共
産
党一
党
独
裁
体

制の
国
家が
厳
然と
存
在し
て
お
り 、
その
意
味で
アジ
ア
に
は
冷

戦
体
制が
残っ
てい
るの
で
あ
る 。
今日の
中
国が
改
革・
開
放
体

制
下でい
か
に
「
走
世
界」
を
叫ん
でい
て
も 、
言
論の
自由を
は

じ
め
民主
主
義
体
制の
国々
と
は
根
本
的に
異な
る
政治・
社
会
的

状
況に
あ
るの
で
あっ
て 、
こ
の
点を
重
視し
ない
論
議はい
か
な

る
リ
ア
リ
ティ
も
持ち
得ない
で
あ
ろ
う 。

と
こ
ろ
で 、
第二
次
大
戦後の
アジ
アの
冷
戦は 、
中
国の
将
来

が
ど
うな
るの
か
が
不
確
定
で
あっ
た
こ
と
に
大き
く
作
用さ
れて

増
幅 、
や
が
て
朝
鮮
戦
争に
よっ
て
熱
戦化し 、
以
後
構造
化さ
れ

て
再び
ヴェ
トナム

戦
争で
熱
戦
化し
たの
で
あっ
た
が 、
極
東ア

ジ
ア
を
め
ぐる
米ソの
冷
戦は 、
日
本の
敗
戦を
待た
ずに 、
す
で

に
ヤル
タ
体
制
下で
激
化し
たの
で
あっ
た 。

今日の
ア
ジ
ア
で
は 、
台
湾
海
峡と
朝
鮮半
島を
め
ぐる
危
機を

除い
て 、
冷
戦が
熱
戦化
す
る
可
能
性は
小さ
い
と
言え
よ
うが 、

中
国と
米
国の
関
係は
歴
史
的に
見て
も
米
中
冷
戦
的な
状況に
あ

る 。
私は
かつ
て一
九
九二
年
秋か
ら一
年
間カ
リフォ
ルニ
ア
大

学サ
ン
ディ
エ
ゴ
校の
国
際
関
係・
太
平
洋
研
究
大
学院
aE
E・

巳o
pzoo－oコロHOSE－g包問。zz
g
z
E
Ea20
g
E
5・cnmg

で
アジ
アの
国
際
関
係につ
い
て
講義し 、
また
当
時の
米
中
関
係

「米中新冷戦Jの聞で：中国の台頭と日米同盟の意義3 



を
直
視し
た
後に
帰国し
て 、
「
米
中
『
新冷
戦』
と
日
本」
と
題

す
る
文
章を
書い
たこ
と
が
あっ
た 。
こ
の
と
き
以
来
す
で
に
二
O

年近くを
経てい
る
が 、
私の
認
識は
基
本
的に
変わっ
てい
ない 。

そ
の
時
期に
はハ
ーバ
ー
ド

大
学の
故サミュ
エ
ル・
ハ
ン
ディ
ン

ト
ン
教
授が
有
名な
「
文
明の
衝
突」
論
文を
発
表し
て
大き
な
話

題
を
提
供し
た
が 、
ハ
ン
ディ
ン
トン

教
授は
アジ
アの
共
産
主
義

独
裁国
家 、
つ
ま
り
中
国や
北
朝
鮮と
イス
ラム
原
理主
義との
結

び
つ
き
を
人
類の
将
来の
危
険な
要
因と
し
て
警
告し 、
「
儒
教
｜

イス
ラム・
コ
ネクショ
ン
3zn
spa
s－－ωEg－
20
g220ロ）」

と
し
て
表
現し
た
の
で
あっ
た 。
こ
のハ
ン
ディ
ン
ト
ン
教
授の
見

解は 、
二一
世
紀に
は
文
化や
文
明の
摩
擦が
宗
教上の
違
和と
と

もに
和
解し
が
た
い
問
題に
な
るこ
と
を
言い
当て
た
卓見だ
と
言

え
よ
う
が 、
「
儒教
l

イ
ス
ラム・
コ
ネ
ク
ショ
ン」
と
い
う
点
で

も 、

米中
間の
「
新しい
冷
戦」
は
当
面
消え
去ら
ない
で
あ
ろ
う 。

こ
こ
での
「
当
面」
と
は 、
中
国が
共
産
党一
党
独
裁
体
制を
離
脱

し
て
民主
化が
実
現す
る
ま
で 、
と
私は
考え
て
い
る 。

東
西
冷
戦の
終
駕と
中
国との
関
係で
は 、
私
自
身に
国
際
政
治

上の
忘
れ
得ぬ
現
場
体
験が
あ
る 。
そ
れ
は
中
国で
「
血の
日
曜日

事
件」 、
つ
ま
り
天
安
門
事
件が
起こっ
た一
九
八
九
年
秋の
こ
と

で
あっ
た 。
天
安
門
事
件は
中
国
圏
内の
み
な
ら
ず
全
世
界に
大き

な
衝
撃を
与えた
が 、
と
くに
当
時は
社
会主
義
体
制
下に
あっ
た

東
欧
諸国に
は
深
刻な
影
響
を
与え
て
い
た 。
その
よ
うな
折
柄 、

当
時の
東ドイ
ツ
の
首
都ベ
ル
リン
に
あ
る
歴
史
的に
も
由
緒の
あ

る
フン
ボル
ト

大
学か
ら 、
天
安
門
事
件につ
い
ての
講
演の
依
頼

が
私に
あっ
た 。
た
また
ま
東
京
外国
語
大
学の
国
際
関
係論ゼ
ミ

の
海外研修
旅行が
計
画さ
れてい
たの
で 、
ゼ
ミ

生
諸君とウィ
ー

ン
か
ら
チェ
コ
の
プ
ラハ
経
由
東ベ
ル
リ
ン
に
赴
き 、
フ
ン
ボル
ト

大
学で
天
安
門
事
件の
シ
ン
ポジ
ウム
が
行わ
れた 。
当
時の
東ド

イ
ツ
はエ
l
リッ
ヒ・
ホー
ネッ
カー
議
長
兼
書記
長の
独
裁
体
制

下に
あ
り 、
同
時に
圏
内の
民主
化運
動が
か
な
り
広
範に
地
下で

広が
りつ
つ
あっ
た
の
で 、
知
識
人た
ち
は
中
国同
様の
弾圧
を
懸

念し 、
フ
ン
ボル
ト

大
学に
近い
マ
ル
クス・
エ
ン
ゲル
ス
広
場が

第二
の
天
安
門
広
場に
な
るこ
と
を
恐
れてい
たの
で
あっ
た 。
後

に
私
自
身ドイツ
を
再
訪し 、
ベ
ル
リン
の
み
な
ら
ずラ
イプ
ツィ

ヒ
で
は 、
J・
s・
バ
ッハ

が
埋
葬さ
れてい
る
聖
ト
lマス

教
会

やバ
ッハ

に
ゆ
か
りの
深い
聖ニ
コ
ラス
教
会を
中
心に
し
て 、
民

主
化を
求め
る
運
動が
す
で
に
広がっ
てい
たこ
と
を
確認した 。

右の
シ
ン
ポジ
ウム
終
了
後 、
私た
ち
は
外国
人
旅行者の
特
権で

東ベ
ル
リン
の
側でベ
ル
リン
の
壁
を
審
議す
る
兵士の
物々
しい

姿を
観
察した
後に
西ベ
ル
リン
に
着き 、
今
度は
西
側か
ら 、
壁

を
乗り
越えて
脱
走し
よ
うと
し
て
犠
牲に
なっ
た
市民に
贈ら
れ

た
花
束や
花
輪の
数々
を
目
撃し
たの
で
あっ
た 。
そ
れか
ら
旬日

の
後に
あの
歴
史
的なベ
ル
リ
ン
の
壁の
崩
壊とプ
ラ
ン
デ
ン
プル

グ
門に
登っ
て
歓
喜す
る
市民の
姿を
テレビ
で
見たの
だ
か
ら 、
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私た
ちに
とっ
て
は
実に
貴重な
現
代
史
体
験だっ
た
と
言え
よ
う 。

結
局 、
東ド
イ
ツ
は
中
国と
違っ
て
当
局が
民
主
化
要
求を
武
力で

弾圧す
るこ
と
は
な
かっ
たの
で
あ
る 。
い
か
に
独
裁者と
はい
え 、

ホー
ネッ
カーは
郵
小
平とは
違っ
てい
たの
であ
り 、
中国の
よ
う

な
悲
劇は
回
避すべ
きもの
と
合意したの
であっ
た 。
すで
に
市
民

社
会
的な
状
況に
あっ
た
東
欧
諸国は 、
民
主
化に
挑
戦し
て
結
果

的に
断
末
魔の
処
刑に
帰せ
られたル
ーマニ

アのニコ
ラエ・
チャ

ウシェ
スク
大
統
領
夫
妻を
例
外と
して 、
み
ずから
城を
明け渡し

て
民
主
化へ
の
道を
聞き 、
社
会
主
義
体
制を
離
脱し
て
行っ
たの

で
あ
る 。
つ
ま
り
東
欧
諸
国は 、
天
安
門
事
件とい
う
「
中
国の
悲

劇」
を
歴
史
的な
代
償と
して
社
会
主
義
独
裁
体
制を
離
脱で
きた

の
だ
と
も言えな
くはない 。
磐
石と
思わ
れた
軍
事
大
国ソ
連が
ま

もな
く
崩れるの
も 、
もはや
時
間の
問題であっ
た
と
言えよ
う 。

米
中
聞
の
親
和
と
違
和

こ
の
よ
うな
東
西
冷
戦の
終
結へ
の
歩み
を
見て
み
る
と 、
米
中

関
係に
はそ
の
よ
うな
歴
史
的
舞
台は
存
在し
ない
か
わ
りに 、
米

中
間の
独
自の
国
際
関
係が
太
平
洋を
跨い
で 、
まさ
に
日
本の
頭

上
を
越え
て
存
在し
て
きた
こ
と
に
注
目せ
ざ
る
を
得ない 。
太
平

洋
戦
争と
呼ば
れ
る
第二
次
世
界
大
戦での
同
盟
者が
米国と
中
国

で
あっ
た
こ
と
も 、
当
然の
前
提に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ない 。

こ
の
問題
を
考え
る
うえ
での
ヒ
ン
トと
して 、
こ
こ
で
は
次に

米
中
関
係の
歴
史を
若
干ひ
もと
い
て
み
よ
う 。

中
国と
ア
メ
リ
カ
が
最
初に
外
交
的に
出
会っ
たの
は 、
アヘ
ン

ぼうか

戦
争
直
後の一
八
四
四
年に
結ぼ
れた
望
厩
条
約の
交渉に
おい
て

で
あっ
た 。
こ
の
条
約は
香
港
島の
イ
ギ
リスへ
の
割
譲を
もた・り

し
た一
八
四二
年の
南
京
条
約な
どの
当
時の一
連の
不
平等
条
約

と
は
違っ
て 、
中
国（滑）
側に
とっ
て
は
受
け
入
れ
や
すい
もの

で
あっ
た 。
「
門
戸
開
放
政
策（HZO宮ロ
ロOR
E－－a）」
に
よっ

て
「
門
戸
開
放」
や
「
機
会
均
等」
を
迫っ
た
ア
メ
リ
カ
も 、
他の

列
強
諸国の
よ
うに
中国の
領土を
占拠し
よ
うと
はし
なかっ
た 。

し
た
がっ
て 、
米
中
関
係は
歴
史の
出発
点に
おい
て
親
和
的だっ

た
の
で
あ
る 。

こ
の
望
医
条
約は
どこ
で
結ぼ
れたの
だ
ろ
うか 。
意
外に
知
ら

れてい
ない
事
実で
は
あ
る
が 、
マ
カ
オの
観
音堂
境
内だっ
たの

で
あ
る 。
こ
の
辺
りは
当
時 、
望
展と
呼ば
れた
辺
部な
とこ
ろで 、

列
強
諸国に
気付か
れ
ずに
交
渉するに
は
絶
好の
場所で
あっ
た 。

カ
ジ
ノ
で
有
名な
現
在の
マ
カ
オ
観
光プ
1ム

に
おい
て
も
観
音堂

〈正砲には浪門普済開院）
を
訪れ
る
人は
少ない
と
思
う
が 、
そこ

に
は
条
約を
調
印
し
た
石
卓が
碑
文と
と
もに
今
も
残っ
てい
る 。

二
度
目の
歴
史
的な
出
会い
と
し
ての
対
中
国
干渉は 、
一
九
O

O
年、
義
和
国
事
変の
あ
との
ア
メ
リ
カ
を
含む
列
強に
よ
る
軍
事

進
出（北消事変）
で
あっ
た
が 、
帝政ロ
シ
ア
が
旧
満
州を
席巻
し
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ょ
うと
し
て
日
露
戦
争を
誘発し
た
よ
うな
出
方を
ア
メ
リ
カ
は
し

な
かっ
た 。
た
と
え
ば 、
黒
竜
江（アムール川）
沿
岸・
黒
河
鎮の

対
岸プ
ラゴ
ヴェ
ヒ
チェ
ン
ス
ク
で
起こっ
たロ
シ
ア
に
よ
る
中
国

人
大
虐
殺の
隠さ
れた
悲
劇につ
い
て
は 、
た
ま
た
まそ
の
場に
出

会っ
た
石
光
真
清が
『
暁
野の
花』（中公文庫）
で
リ
ア
ル
に
記
し

て
い
る
が 、
ア
メ
リ
カ
はこ
れ
らの
情
勢に
も
無
関
係で
あっ
た 。

辛
亥
革
命後の
中
華
民
国の
時
代 、
そ
し
て
中
国
共
産
党が
中
国
革

命へ
と
中
圏
内
部で
歩む
時
期に
も 、
太
平
洋
戦
争が
始ま
る
と
米

中
聞の
共
同
戦
線は 、
「
援
蒋ル
l
ト」

へ
の
ア
メ
リ
カの
参
加
に

も
示さ
れ
る
よ
うな
緊
密な
関
係と
な
り 、
国
共
合
作
下の
抗
日
戦

争を
ア
メ
リ
カ
は
強く
支
援し
たの
で
あ
る 。

こ
の
よ
うな
米
中
関
係が
完
全な
敵
対
関
係に
なっ
た
の
は 、
言

う
ま
で
もな
く
米
軍が
国
連
軍と
し
て 、
義
勇
軍と
し
て
参
戦し
た

中
国
人
民
解
放
軍と
直
接
戦っ
た
朝
鮮
戦
争に
よっ
て
で
あっ
た 。

つ
ま
り
ア
ジ
ア
で
熱
線
化し
た
東
西
冷
戦の
結
果で
あ
り 、
こ
の
よ

うな
事
態は
ヴェ
トナ
ム
戦
争で
も
繰り
返
さ
れた 。
こ
う
し
た
米

中対決の
構図が
大きく変化したの
がニ
クソ
ン”キッ
シンジャ
ー

訪
中に
よ
る一
九七一
年の
米
中
接
近で
あっ
た
が 、
宥
和と
敵
対

を
繰
り
返し
て
きた
米
中関
係は 、
最
近 、
と
くに
9・
日
以
後
は

反テロ
リ
ズム
の
当
面のパ
ー
トナ
ー
と
し
ての
面を
相互に
利
用

しつ
つ 、
経
済
的に
も
金
融や
貿
易
面で
相互
依
存
関
係を
強め
て

い
る 。
今日の
オパ
マ
民主
党
政
権に
おい
て
は 、
中
国を
戦略
的

パ
ー
トナ
ー
と
し
て
位
置づ
け
よ
うと
す
る
姿
勢が
目立っ
て
はい

る
が 、
そ
の
反
面で
は
基
本的に
北
朝
鮮
擁
護の
立
場を
崩せ
ない

中
国の
姿
勢との
違
和や
チベッ
ト 、
ウ
イ
グル
な
どの
問
題 、
さ

ら
に
は
台
湾
問
題や
東ア
ジ
アの
海
洋
安
全
保
障の
問
題 、
人
民元

問
題な
どの
不
公
平な
金
融・
商
取
引に
か
か
わ
る
摩
擦や一
連の

強
引な
資
源
外
交 、
さ
ら
に
は
過
般の
グ
l

グル
問題に
露呈した

言
論
統
制や
情
報
管理の
問
題 、
その
背後に
横た
わ
る
民主
化や

人
権
問
題
を一
瞥すれ
ば 、
米中
間の
外
交上の
共
同
歩調がい
か

に
脆
弱な
もの
か
が
理
解で
き
よ
う 。
人
類の
将
来に
とっ
ての
重

要
課
題で
あ
る
核
政
策や
環
境
問題で
も一
致
点を
探るこ
と
は
難

し
い 。
し
か
し 、
よ
り
長
期
的に
は
中
国や
北
朝
鮮が
共
産
党の一

党
独
裁
体
制を
維
持し
よ
うと
し
て
冷
戦
体
制が
残っ
てい
るか
ぎ

り 、
米
中
聞は
さ
ま
ざ
まな
局
面で
「
新しい
冷
戦」
と
し
て
の
国

際
関
係を
続け
る
もの
と
思わ
れ
る 。
私がこ
れまで
「
米
中
新冷

戦」
と
か
「
米中
新
戦
争」
と
か
言い
続
け
て
きた
所以で
あ
る 。

日
米
同
盟
と
束
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
全

こ
の
よ
うに
考え
れ
ば 、
中
国や
北
朝
鮮の
独
裁
体
制がこ
の
世

か
ら
消
滅し
て
アジ
ア
全
域が
民主
化す
る
まで
は 、
その
対抗シ

ス
テム
と
し
ての
日
米
同
盟
は 、
単に
わ
が
国の
安全
保
障の
た
め

の
み
な
ら
ず 、
アジ
ア
太
平洋地
域の
平和と
安
全の
た
め
に
不可

、
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戸

欠だ
と
言え
よ
う 。
ま
し
て
や
今日の
世
界で
中
国を
軍
事
的に
攻

略し
よ
うと
す
る
固な
ど
ない
に
もか
か
わ
ら
ず 、
ひ
と
り
中
国の

み
が
軍
事
的
膨
張
を
続
け 、
経
済
成
長の
半
面で
地
球
環
境に
甚大

な
破
壊を
もた
ら
し 、
人
権や
報道の
自
由を
抑圧
し
て
「
脅
威の

拡
散」
に
努め
てい
る
巨大国
家が
わ
が
国の
目の
前に
存
在し
て

い
るの
で
あ
る 。
当
面は
中
国の
軍
事
力 、
と
くに

海
軍
力の
拡
張

と
脅
威は 、
単に
東ア
ジ
アの
日
本
近
海の
み
な
ら
ず
西
太
平
洋
地

域全
体に
及びつ
つ
あ
り 、
二
O一
O
年四
月
初
旬に
も
中
国
海
軍

の
艦
艇が
沖縄
近
海
を
通
過
し
て
わ
が
国の
排
他
的
経
済
水
域（E

EZ〉
内に
あ
る
沖ノ
鳥
島を一
周し
てい
たこ
と
が
確認さ
れ
た 。

その
よ
うな
展
開を
見れ
ば 、
台
湾を
含む
東ア
ジ
ア
全
域の
平
和

と
安全に
とっ
て
も 、
日
米
同
盟
に
よ
る
安
全
保
障
体
制の
確立
は

急
務だ
とき守え
よ
う 。

鳩
山
首
相は 、
去る
五
月
初旬の
沖
縄
訪
問で 、
沖
縄の
米
海
兵

隊が
日
本の
安
全
保
障上の
抑
止
力に
なっ
てい
るこ
と
を
初め
て

学ん
だ
旨の
発
言を
し
て
多くの
批
判に
出
合っ
た
が 、
日
本国
民

の
多くも
沖縄の
米海兵隊や
米
軍基地が
日
本の
安全
保障に
とっ

てい
か
に
重
要な
意
味を
持っ
てい
る
か
を 、
今回の
鳩
山
発
言で

初め
て
気づ
か
さ
れた
の
で
は
な
か
ろ
うか 。
そ
の
意
味で
は
鳩
山

首相の
今日の
よ
うな
正
直な
存
在と
役
割は 、
逆
説的な
評
価に

値
す
る
と
言え
な
く
もない 。

二
O一
O
年六
月は 、
日
米
同盟の
基
礎
を
築い
た
日
米
安
全
保

障
条
約の
改定
か
ら
半
世
紀を
経た
五
O
周
年記
念で
あ
る 。
私も

五
O
年
前に
は
国
会
周辺で
「
安
保
反
対！」
を
叫ん
でい
た一
人

で
あ
る
が 、
当
時 、
日
米
安
保
条
約の
各
条
項
を
読ん
だ
上
で
の

「
安
保
反
対
！」

などでは
決してなかっ
た 。
そ
れだ
けに 、
この

半
世
紀の
わ
が
国の
平
和と
発
展
を
素
直に
見
詰め
れ
ば
見
詰め
る

ほ
ど 、
日
米
安
保
体
制を
基
盤と
する
日
米
同
盟の
歴
史
的な
意
義

を
再
認
識せ
ざる
を
得ない 。
「
米中
新
冷
戦」
の
間
に
あ
る
だ
け

に 、
日
米同盟の
有用性が
な
おさ
らに
高まるの
だ
と
言え
よ
う 。

（五
月一
七
日
記）

（
な
か
じ
ま
み
ね
お・
国
隠
教
養
大
学
理
事
長
／
学
長）

－注（
l）

冷
戦

の
起
源
に
つ
い
て

の
国
際レ
ヴェ
ル

の
考
察
と
し
て
は 、
永
井
陽
之
助
著

『
冷
戦

の
起
源』
（
中
央
公
論
社
「
国
際
環
境
叢
書」 、
一
九
七
八
年）
が
あ
る 。

（
2）国司
〉明日oogzs
司『
g帥r
pMEzzoa
zω可∞・NCom－

（
3）
こ

の
点
に
つ
い
て
は 、
中
嶋
徹
雄
「
ア
ジ
ア

の
冷
職
と
中
ソ
関
係」 、
『
中
ソ
対

立
と
現
代
ll

戦
後
ア
ジ
ア

の
再
考
察

｜1』
（
中
央
公
論
社
「
国
際
環
境
控
書」 、
一

九
七
八
年〉 、
三
五
ペ
ー
ジ
怠
照 。

（
4）『
朝日
新
聞』 、
一
九
九
三
年一
O
月
二
四
日
朝
刊。

（
5）∞ω自己色
河
出ロロ包
括円op
」
Z
Q
82
0『
Q
12
82
8
%s

』句。『笠宮

b
hR
3
mgS
S
R
E
S－
 

（
6）
天
安
門
事
件
に
つ
い
て
は 、
さ
し
あ
た
り
拙
著
『
中
国

の
悲
劇』
（
講
談
社 、

一
九
八
九
年） 、
劉
剛
著
『
天
安
門

のパ
ン
ド
ラ』
（
井
上一
葉
訳 、
扶
桑
社 、
二
O一

O
年〉
参
照 。

（
7）
こ

の
点
に
つ
い
て
は 、
「マ
カ
オ
ll

過
去
と
現
在」 、
中
崎
嶺
雄
著
『
香
港

移
り
ゆ
く
都
市
国
家』
（
時
事
通
信
社 、
一
九
八
五
年 、
新
版一
九
九
七
年〉 、
一
九

0ペ
ー
ジ
多
照 。

（
8）「
ア
ム
ー

ル
河の
流
血」 、
石
光
真
清
著
『
鴫
野

の
花』
（
中
公
文
庫 、
一
九
七

八
年） 、
二
七
1

四
八
ペ
ー
ジ 。
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